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序論（仮） 

『身体接触とは，知的なコミュニケーションではなく情緒的なコミュニケーシ

ョンのひとつであるとされる｡そして，他者に触れることは最も直接的に自分の

存在を相手に伝える，原初的な伝達形態でもある(大坊，1998)｡例えば，握手の

ように人との関係を作る第一歩となったり，スキンシップなど親密な関係を持

つ夫婦や親子間のコミュニケーション手段となったりする｡つまり，身体接触は，

相手との｢心的距離｣を埋めるきっかけになるものと考えられる｡山口(2003)は，

身体接触は自身の身体への気づきをもたらし，自己の理解を深めることができ

ると述べている｡さらに，身体接触は不安などを低減させ，リラックス感や安心

感を生起させる｡山口･春木(1998)の研究では，触れられることで｢うれしい｣，

｢落ち着いた｣，｢励まされた感じがした｣という感情が表れることを報告してお

り，身体接触は人に癒しを与えることが示されている｡身体接触というのは我々

にとっていかに重要な行為であるのかが理解できる。 

この実験では、「アーティストとファンとの協働の中で、真正な音楽活動の創

作・告知プロセスに触れること」をコンセプトに据えた一般公開型の握手会をデ

ザインしながら得るファンの心理状況の変化・違いを明示することを目的に実

践した。実験者の制作した楽曲を購入したファンを対象に本実験は行われる。ロ

ールシャッハテストを実践し、その結果の違いを考察する。』 

本実験において、もう一点重要なことをここに追記すると、「ロールシャッハ

テストが目指すべきことは、ひとつひとつの反応のスコアよりもプロトコル全

体を通しての統合的理解であり、被験者の反応を跡づけ(追体験)することに 

よって、被験者を理解することが最終目的とすべきである」(辻・福永, 1999)

言い換えると、「被験者の反応過程」と「テスターの解 釈過程」は表裏 (対) 

をなす不可分の全体的プロセスなのであって、十分な解釈によって被験者の反

応過程が理解された印として、はじめてそこに 記号が置かれるのである。 

解釈すなわち記号化であろう。本実験における普段では成立しようがない状況

に突然おかれたファンとアーティストのインタラクティブなコミュニケーショ



ンにおいて、どのような記号が記されていくか、端的に結果を抽出することが

できることを期待している。 

もちろん理想的には、事後的なプロトコル解釈の時点ではなく、被験者が反応

するまさにその瞬間にテスターの側に意味が与えられるはすであり、「いま、

ここ」におけるこの「閃き」すな わち「行為的直観」こそが、真の意味で臨

床的」と呼ぶにふさわしい手法である。この点において、本実験は非常に有意

性が高い実験プロセスであるとここに宣言できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

・ 手法 

ロールシャッハ・テスト(以下、ロ・テスト)は本邦の臨床心理学的アセスメン

トにおいて長年最も用いられているものの一つである。そのロ・テストにおい

て近年ではしばしば「反応領域」と呼ばれる概念や反応分類法は数あるロ・テ

ストの施行法(システム)すべてで採用されているように重要なものと見なされ

ている。なお本稿では、アセスメントにおいて重要なのは用いられた領域(最

終的な結果)ではなく、そのインクブロットを視覚的に捉えて利用する過程や

調査協力者の行動パターン(型)であるという。 

 

視点から、過去にしはしば用いられてきた「把握型」という呼称を用いる視点

で本実験を行う。 

 

最も用いられているものの一つであるロ・テストも古くは Cronbach(195)、近

年では Wood, Nezworski, Lilienfeld, & Garb(203)などから、その実証性や

効率性に関して多くの、かつ厳しい批判を受け続けている。Wood et al(. 

203)は、日本を除いて 事実上の国際標準となっている包括システムはその支

持者が主張するほど実証性は高くなく、その程度は旧来のシステムとほとんど

変わらないと批判している。また、同書の中でロ・テストの仮説は一度支持す

る調査結果が出ても、再調査を行うと同様の結果は 出ないことが非常に多い

という指摘も行っている。その中で、阿部(205)は“物の形(の知覚)というも

のが色彩間に存在する大きな断絶、つまり輪郭が任意の一点で閉じられるから

こそ物の形が知覚されるならば、把握型においても「色は眼を捉える」という

被検者への影響力や拘束力が考慮されるべき” と主張し、本実験の手法とす

る。 

 

本実験が目指すのは、 具体的なロールシャッハ状況において被験者の反応と

テスターの解釈が同一の出来事として生起する、反応過程と解釈過程の同時性

である。逆説的かもしれないが、「心理テストを不要にとはいかないまでも、



あまり役立てなくて済むような 状態」(神田橋, 1984)とは、具体的なロール

シャッハ状況におけるこのような閃きの境地に達す ることなのであろう。つ

まり、長年の経験と蓄積による熟達という「極限の段階」で、ロールシャッ

ハ・テストは無用となるのである。神田橋のいう意味で、われわれが極限の段

階をめざして臨床 感覚を練磨するためには、ロールシャッハ・テストをあく

まで「体温計や血圧計」のごとく「感覚 と同一次元のデータ」(神田橋, 

1984)を入手する道具として利用することがコツである。本実験の状況化は一

度の機会に多くのファンに対し、瞬時に結果をだし、判定を行う。従来のロー

ル・シャッハテストにおける問題をクリアした条件下で行うことができる。 

 

ロールシャッハ・テストのそもそもの創始者である Rorschach H が様々な評

定カテゴリーを着想したときにも、それから、その後に続くものた ちが新た

な特殊評定スケールを開発したときに も、彼らは自分でも気がつかないうち

に質的手法をとっていたはずである。その意味では、この手法はなんら新しい

ものではない。われわれが何かを着想して閃きを得るときに自明となっていた

手続きを、単に表立って取り上げただ けなのかもしれない。本実験では事例

を呈示して、具体的にこの手法の手順の重要性も示すつもりである。ロールシ

ャッハ状況において被験者とやり取りし、テクストに固有のパターンを発見

し、分類カテゴリーを作成し、さら にテクストと相互作用するサイクルのう

ちに形 成される、反応解釈のプロセスに光を当てたい。 

 

 

 



認 知 モ デ ル

 

図２ ロールシャッハ論者の見解 

 

 

 

 

 

 



・実験手法 

実験者自身が、被験者の手をかたどる（ロールシャッハのプロセス） 

↓ 

表出した絵が何に見えたか、質問。 

もし時間がなければ、あらかじめ得られるであろう結果を推定し、選ばせること

も可。 

二択 or三択であるとスコアリングがしやすい。 

ex1.蝶・怪物・カラスのどれに見えますか？ 

ex2.これを見てどう思いますか？ 

「たのしい」「おもしろい」「こわい」「ふしぎ」など 

※SD法を交える・スコアリングができるはず 

その結果をデータとして残す。 

 

● なぜSD法を使うのが有効か 

実験の手法として、瞬時に結果をだし、結果を聞くため、あらかじめ予想され

る答えを準備しておく方が早いと思われる。そういった面でもSD法は有効であ

り、かつ予想外の答えもSD法の結果として反映ができる。 

semanticDiferential法 (SD法) は周知のように, 言語心理学にお て刺激ある

いは対象の内包的意味を数量的に把握するための方法として,Osgod,Suci,& 

Tannenbaum(1957)によって開発された方法であるが, その適用範囲の拡大には

目ざましいものがある。ロールシャッハ研究の領域においても , SD法をも ち

いた研究は少なくなく,その多くはロール シャッハ図版の刺激価研究の流れの

中に位置づけられる。刺激価研究において,SD法は刺激へのア プローチのため

の手段として,主として,ロールシャッハ図版のもつ内包的意味を探るためにも

ちいられると共に ,内包的意味を従属変数とした,ロールシャッハ図版につい

ての臨床的仮説の検証のための道具としてもちいられてきた。このように,内

包的意味という点からロールシャツハ図版の 特性を明らかにしておくことは,

ロー ルシャッハ応の分析や解釈に役立つであろう。しかしながらSD法には,ロ

ーールシャッハ図版の持性を探る道具として以上の意義があるように思われ

る。 本研究では, SD法を被験者へのアプローチのための手段としてとらえ,こ

の観点から SD評定値の分析を行なう。すなわち, SDl平定値によって表 わさ



れるものを,ロールシャッハ図版のもつ内包的意味と考えるのではなく,結果を

被験者のロール シャッハ図版に対する印象としてとらえ,この印急から被験者

の特性を探ろうとするわけである。SD法のとらえ方は可能であり,かつ意義が

あると忠われる。なぜならば, ロールシャッハ図版は多義的で未構造な刺激で

あり,日常の生活場面では見られない刺激であるためJ言語概念をはじめとする

他の概念〈刺激あるいは対象〉と比べて,印象評定に際して被験者の反応の自

由度がより大きく ,また社会的 ・歴史的 ・ 文化的要因によってその印象が

決定されることがより少なくしたがってロールシャッハ図版に対する印象は,

被験者自身のパーソナリティ特性により大きく影響されると考えられるからで

ある。これは, SD法を一種のパーソナリティ・テストと考える立場と言える。 

ロールシャッハ図版をもちいての,パーソナリティ・テストとしての SD 法の

応用の可能性やその意義については,すでに幾人かの研究者によって指摘され

ている。高柳・飽戸 (1962)は,内容分析の簡便法としてもちいることが, SD法

の応用として最も期待できるとし,高橋 (1967)も,ロールレ ャッハ図版に SD

法を適用する本来のねらいは,単に図版の刺激価を測定するということではな

く,図版に対してなされる意味づけの差異がいかなるパーソナリティ特性と関

連しているか,という点を明らかにするところにあるとしている。また,岡部 

(1960) は, SD法による反応様式と質問紙法及び ロール νャッハ・テストそ

れぞれの反応様式との比較から, SD法をこの両者の中間に位置する方法である

とし,こういった観点から,新しいパーソナリティ・テストとしての SD法の意

義を認めている。この観点より、本実験の手法として、SD法を利用したロール

シャッハテストを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



期待できる考察 

・メンバー・演奏楽器によるファンの挙動の違い 

・場所による違いまででるか？ファンの地域性などを証明する材料になるので

は。 

・色を黒に統一するのであれば、表出した「形」の違いや特徴差まででるんじ

ゃ？ 

・ファンの性質（面識があるファンか、面識がないファンか、熱烈なファンか、

比較的新しいファンか、個人的好意を抱くファンか、ライブによくくるファン

か、ライブにはこないが音源に関することにはくるファンか）ファンの性質の違

いによって得られる結果の違いがあるか。この違いによって、ファンという存在

の性質を心理統計的に局所的ではあるが考察はできる期待がある。 
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